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会議要旨
	会議名
	平成２２年度　館山市中央公民館運営審議会

	開催日
	平成２３年２月２４日（木）

	開催場所
	館山市コミュニティセンター　第１学習室

	出席者
	[委員]　館山市中央公民館運営審議会委員　４名（山川委員欠席）
[教育委員会]　教育長、中央公民館長、中央公民館職員３名

	公開・非公開の別
	公開　一部非公開　非公開

	非公開の理由
	

	傍聴者
	　０名（定員１０名）

	会議概要・結果等
	◇開会

◇教育長あいさつ
◇会長・副会長選出

・会長に黒川久和氏、副会長に木下静江氏を選出

◇会長あいさつ

◇諮問

・「公民館、学習等供用施設使用料の改正について」中央公民館運営審議会へ諮問

◇議事（審議事項）

（１）公民館、学習等供用施設使用料の改正について

◇議事の概要
◆事務局より使用料改正案について概要を説明

①料金改正の目的

　・行財政改革方針に基づき、受益者負担の公平性を図るため、また、社会教育活動の推進と持続可能な施設運営を図るため、広く利用者に負担を求める形で使用料の見直しを行う。

　②改正の視点

　・公民館等の利用者の大部分を占めるサークル活動について、原則無料から原則有料とする使用料体系の根本的改正を行う。

　③対象施設

　・コミュニティセンター、地区公民館（１０館）、学習等供用施設（３館）　計１４施設

　④使用料の設定、算出方法

　・市の使用料、手数料の設定に関する基本方針に基づき、施設管理に係る人件費、物件費（職員賃金、光熱水費、修繕費）からサービスに関する単価を算出
　・事務の効率化を図るため、冷暖房などの全体経費を平準化
　⑤徴収区分と減免の考え方
　・官公署、学校教育機関、公共的団体（地域のために市全域に組織された団体）については免除
　・社会教育、社会福祉関係団体については５０％減免
　・上記以外については基準額を徴収
　・市外の団体が使用する場合は２倍

　⑥県内公民館のサークル利用に係る使用料の状況

　・現状で、３６市中、無料または免除しているのは２０市、有料となっているのは１６市

　⑦スケジュール

　・施設ごとに利用者説明会を開催

　・６月定例市議会に改正条例案を上程

　・改正条例施行（１０／１使用分から徴収）

　⑧その他

　・地区公民館運営審議会委員、地区公民館長、副館長に対する説明会を開催し、説明会での質疑など要旨を説明した。

◆質疑・意見
質問１　市の財政状況が厳しい中、料金改正については仕方がないと考える。近隣の状況、また、施設を使用していない人もいることを考慮すると受益者負担は仕方が無いのでは。料金自体も個人ではなく、団体を構成している人数で割り返せば高くない。
　　　　ただし、団体を区分し、料金を徴収、免除することになるとボランティア団体の取扱いなどの判断が難しいのでは。
回答１　団体区分については、先の地区公民館説明会での意見、庁内各課の意見も聞きながら、継続して検討していく。同じ団体が使用する場合でも、施設の使用目的により対応を変えざる得ない場合も想定される。
質問２　団体区分の判断について、要領を定める予定とのことであるが、職員のためのマニュアルのようなものか。

回答２　条例、規則には、個別具体的な団体名は表示されないため、事務手続き上、要領の制定は必要となる。それぞれの利用団体について判断するものとなり、当然、利用者にも公開される。

ただし、施設を利用する団体は多岐に及ぶことから、随時、見直ししていくなどの作業は必要になると考える。

質問３　現行の条例では午前、午後、夜間の区割りであったものが、時間単位となる。料金徴収方法はどのように考えているのか。
回答３　予約申請して頂き、許可をするとともに、料金を提示する。規定により還付していないため、実際に料金を徴収するのは、使用する日当日となる。
◆審議結果

　審議事項については、地区公民館からの意見も踏まえ、団体区分について充分、検討することとの条件を付して原案のとおり承認することで、委員全員の了承を得た。また、答申の内容については、次回の審議会でまとめることとし、答申の文案については、会長に一任することで委員全員の了承を得た。
◇その他
・次回の審議会の日程は、３／１６（水）１０：００～とする。

◇閉会
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